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総 会 議 事 録 

 

１．開催日時  令和３年３月１１日（木） 午前９時３０分 

 

２．開催場所  瀬戸内市中央公民館 多目的ホール 

 

３．農業委員  １１名中１０名出席し、その氏名は次のとおり 

太 田   修  尾 上 昭 則  出 射   實  宮 本 英 美 

由 喜 門  尊  小 林 桂 治  石 黒 五 月  藤 原 和 正 

大 森 茂 利  久 山 英 之 

 

欠席委員 

  藤 原 由 果 

 

４．農地利用最適化推進委員 

  岡 﨑 文 明   松 本 英 樹  山 﨑   徹  佐 藤 辰 也   

田 中 伸 五   正 富 清 人  安 木 義 忠  射 越 誠 一      

茂 成 和 延 

   

欠席委員 

  大河原 律 夫   山 本 祐 章 

 

５．議事に参与した者 

  事務局長 服部 博昭 

事 務 局 青木 潔 

  事 務 局 坂本 隆也 

 

６．議事内容 

第１号議案 農地法第３条許可申請について 

第２号議案 農地法第４条許可申請について 

第３号議案 農地法第５条許可申請について 

第４号議案 農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画について 

（利用権設定） 

 

そ の 他  
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事 務 局 長 開会を宣言する（午前９時３０分） 

定刻となりましたので、これより令和２年度瀬戸内市農業委員会、第

１２回の総会を始めさせていただきます。それでは開会にあたりまし

て、藤原会長よりごあいさつを申し上げます。 

議長 (会長 )  おはようございます。本日も寒い中、お越しいただきありがとうござ

います。お忙しい中多くのご参加、ご出席いただきありがとうござい

ます。本日も複数案件がございますので、皆様の適正な審査、ご意見

のほどよろしくお願いします。 

事 務 局 長 ありがとうございました。ただいまの農業委員の出席数は定数１１名

のうち１０名ということで、瀬戸内市農業委員会総会議事規則第７条

により、この総会が成立していることをご報告いたします。なお、藤

原委員からは欠席の届出があったことを申し添えます。以降の議事の

進行につきましては藤原会長よろしくお願いします。 

議    長  それでは、本日の議事録署名委員さんを指名させて頂きます。本日の 

署名委員さんに尾上委員、出射委員、よろしくお願いします。 

早速ですが、議題の方に入らせて頂きます。まず、第１号議案、農地

法第３条許可申請について、事務局から説明をお願いします。 

事  務  局 それでは、議案資料の１頁目をご覧ください。農地法第３条許可申請 

についてでございます。 

【１番案件】 

        譲受人「牛窓町牛窓■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲

渡人「牛窓町牛窓■■■■■■■ ■■ ■ ■■■ ■■」。農地

の所在地は「牛窓町牛窓１７７７－１」。登記、現況地目はいずれも

「田」。面積は８０１㎡。「牛窓町牛窓３４４３」。登記、現況地目

はいずれも「田」。面積は１，１８７㎡。譲受人の農地までの距離は

５００ｍ。耕作面積は１２，６０４㎡となっております。家族数、耕

作者数はいずれも２名。取得の理由は「贈与」によるもの。譲渡理由

は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので

１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 
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        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人と譲受人は義理の親子関係である。こ

の度、実際の耕作者である譲受人へ所有権移転するもの。本件の権利

取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支

障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委員の岡﨑委

員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【２番案件】 

        譲受人「牛窓町鹿忍■■■■■■■ ■■ ■ ■■■ ■■」。譲

渡人「福岡県北九州市若松区青葉台■■■■■■■■■■ ■■ ■

■ ■■■■■■ ■■■ ■■」。譲渡人「大阪府吹田市垂水町■

■■■■■■■■■ ■■ ■ ■■■■■■ ■■■■ ■■■

■」。譲渡人「大阪府枚方市山之上■■■■■■■■ ■■ ■■■ 

■■■■■■ ■■■ ■■■」。農地の所在地は「牛窓町鹿忍７２

８２―２」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は１７７㎡。牛

窓町鹿忍７２８２―３」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は

３０２㎡。譲受人の農地までの距離は５０ｍ。耕作面積は５，４９４

㎡となっております。家族数、耕作者数はいずれも２名。取得の理由

は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。

なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 
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        第２項第７号について、譲渡人は３人いるが全員市外に居住しており、

今後も耕作を行う意思はない。この度、譲受人から申し出があり、当

該申請に至る。本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的か

つ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、

事務局と担当委員の松本委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状

況等を確認済です。 

【３番案件】 

        譲受人「牛窓町鹿忍■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■■■

■」。譲渡人「牛窓町牛窓■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ 

■■」。農地の所在地は「牛窓町鹿忍７７２４－２」。登記、現況地

目はいずれも「畑」。面積は６５８㎡。譲受人の農地までの距離は２

００ｍ。耕作面積は１２，９６３㎡となっております。家族数、耕作

者数はいずれも３名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は

「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１

０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲受人は当該申請地に隣接する農地を耕作し

ており、譲受人より当該申請地についても耕作したいとの希望があっ

たため当該申請にいたる。本件の権利取得により周辺の農地の農業上

の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられま

す。なお、事務局と担当委員の松本委員で現地調査を行い、周辺の農

地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【４番案件】 
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        譲受人「邑久町豊原■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■■■

■■」。譲渡人「岡山県岡山市北区伊福町■■■■■■■■ ■■■

■■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地の所

在地は「邑久町豊安１７２」。登記、現況地目はいずれも「田」。面

積は５２３㎡。「邑久町豊安１７３」。登記、現況地目はいずれも

「田」。面積は１，０５９㎡。「邑久町豊安１７８―１」。登記、現

況地目はいずれも「田」。面積は１６９㎡。「邑久町豊安１８１－

１」。登記、現況地目はいずれも「田」。面積は１１１㎡。譲受人の

農地までの距離は９０ｍ。耕作面積は９，８７４㎡となっております。

家族数、耕作者数はいずれも２名。取得の理由は「増反」によるもの。

譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によ

るもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人は市外に住んでおり、耕作、管理がで

きず、今後も市内へ帰り、耕作を行う予定もないことから、譲受人に

譲ることで話がまとまる。本件の権利取得により周辺の農地の農業上

の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられま

す。なお、事務局と担当委員の山﨑委員で現地調査を行い、周辺の農

地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【５番案件】 

        譲受人「長船町土師■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲

渡人「岡山県備前市■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■」。農

地の所在地は「長船町土師２０９－１」。登記、現況地目はいずれも

「田」。面積は１，８４７㎡。譲受人の農地までの距離は３００ｍ。



- 6 - 

耕作面積は１０，８８６㎡となっております。家族数、耕作者数はい

ずれも４名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方

の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあた

り■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人は高齢で病気になったこともあり、近

隣で耕作を行う譲受人へ農地の譲渡を相談したところ、引き受けると

のことで、話がまとまる。本件の権利取得により周辺の農地の農業上

の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられま

す。なお、事務局と担当委員の射越委員で現地調査を行い、周辺の農

地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【６番案件】 

        譲受人「岡山市東区浦間■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。

譲渡人「長船町土師■■■■■■ ■■ ■■■ ■■■ ■■」。

農地の所在地は「長船町土師１２９９－１」。登記、現況地目はいず

れも「田」。面積は１５８㎡。「長船町土師１３０５―１」。登記、

現況地目はいずれも「田」。面積は１，５７８㎡。譲受人の農地まで

の距離は３００ｍ。耕作面積は９，８７４㎡となっております。家族

数、耕作者数はいずれも３名。取得の理由は「贈与」によるもの。譲

渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転による

もので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕
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作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人と譲渡人は兄弟であり、実際の耕作状

況に変化はなく、所有者の変更があるのみである。本件の権利取得に

より周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生

じないものと考えられます。なお、事務局と担当委員の射越委員で現

地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【７番案件】 

        譲受人「長船町福岡■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲渡

人「長船町土師■■■■■■ ■■ ■■■ ■■■ ■■」。農地

の所在地は「長船町土師１３０９－１」。登記、現況地目はいずれも

「田」。面積は６９６㎡。「長船町土師１３１１」。登記、現況地目

はいずれも「田」。面積は６９５㎡。「長船町土師１９８２」。登記、

現況地目はいずれも「田」。面積は１，５４８㎡。譲受人の農地まで

の距離は３００ｍ。耕作面積は９，８７４㎡となっております。家族

数、耕作者数はいずれも２名。取得の理由は「贈与」によるもの。譲

渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転による

もので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 
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        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について譲渡人と譲渡人は兄弟であり、実際の耕作状況

に変化はなく、所有者の変更があるのみである。本件の権利取得によ

り周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じ

ないものと考えられます。なお、事務局と担当委員の射越委員で現地

調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【８番案件】 

        譲受人「岡山県岡山市北区清心町■■■■■■■■■ ■■ ■ ■

■■ ■■■■■■」。譲渡人「長船町土師■■■■■■ ■■ ■

■ ■■■ ■■」。農地の所在地は「長船町土師１３１６－１」。

登記、現況地目はいずれも「田」。面積は１，２９１㎡。「長船町土

師１３１６－２」。登記、現況地目はいずれも「田」。面積は１，９

０５㎡。譲受人の農地までの距離は３００ｍ。耕作面積は１３，２３

１㎡となっております。家族数、耕作者数はいずれも４名。取得の理

由は「贈与」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるもので

す。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっており

ます。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人と譲受人は親子関係にあたる。耕作も

従前どおり行うので所有者の変更のみである。本件の権利取得により

周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じな
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いものと考えられます。なお、事務局と担当委員の射越委員で現地調

査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【９番案件】 

        譲受人「岡山市北区伊福町■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ 

■■■■■■」。譲渡人「長船町土師■■■■■ ■■ ■■ ■■

■ ■■」。農地の所在地は「長船町土師１９７５」。登記、現況地

目はいずれも「田」。面積は１，７００㎡。「長船町土師１９８６－

１」。登記、現況地目はいずれも「田」。面積は１，４５０㎡。譲受

人の農地までの距離は３００ｍ。耕作面積は１３，２３１㎡となって

おります。家族数、耕作者数はいずれも４名。取得の理由は「贈与」

によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所

有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について譲渡人と譲受人は親子関係にあたる。耕作も従

前どおり行うので所有者の変更のみである。本件の権利取得により周

辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じない

ものと考えられます。なお、事務局と担当委員の射越委員で現地調査

を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【１０番案件】 

        譲受人「岡山県岡山市南区千鳥町■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ 

■■■■■■」。譲渡人「岡山県倉敷市大内■■■■■ ■■ ■■

■■ ■■■ ■■■」。農地の所在地は「長船町福里４８６」。登
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記、現況地目はいずれも「畑」。面積は４７６㎡。譲受人の農地まで

の距離は２５ｋｍ。耕作面積は１４，５８０㎡となっております。家

族数、耕作者数はいずれも１名。取得の理由は「贈与」によるもの。

譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によ

るもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人は市外に居住しており、今後も耕作を

行う予定もないことから、譲受人と相談したところ話がまとまる。本

件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の

確保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委員

の射越委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【１１番案件】 

        譲受人「邑久町箕輪■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲渡

人「岡山県倉敷市大内■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。

農地の所在地は「長船町福里２１１」。登記、現況地目はいずれも

「畑」。面積は２２５㎡。「長船町福里２２１－１」。登記、現況地

目はいずれも「畑」。面積は３３７㎡。「長船町福里２２２－１」。

登記地目は「田」現況地目は「畑」。面積は４６９㎡。「長船町福里

２２４－３」。登記、現況地目はいずれも「田」。面積は４８㎡。

「長船町福里２２５－１」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積

は２０１㎡。「長船町福里２２５－３」。登記、現況地目はいずれも

「畑」。面積は２７㎡。「長船町福里４３７」。登記、現況地目はい

ずれも「田」。面積は２，２６９㎡。譲受人の農地までの距離は１０

ｋｍ。耕作面積は５，７５１㎡となっております。家族数、耕作者数
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はいずれも２名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相

手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１０ａ

あたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について譲渡人は市外に居住しており、今後も耕作を行

う予定もないことから、譲受人と相談したところ話がまとまる。本件

の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確

保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委員の

射越委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【１２番案件】 

        譲受人「長船町服部■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲渡

人「長船町服部■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地の所

在地は「長船町土師１５７－２」。登記、現況地目はいずれも「田」。

面積は３５６㎡。「長船町福岡３９１―１」。登記、現況地目はいず

れも「田」。面積は１，２１９㎡。「長船町福岡３９１―２」。登記、

現況地目はいずれも「田」。面積は１９１㎡。譲受人の農地までの距

離は２００ｍ。耕作面積は４，１５１㎡となっております。家族数、

耕作者数はいずれも２名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理

由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもの

で１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 
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        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人は高齢であり、また、体調を崩し施設

に入所することとなり、譲受人に相談したところ話がまとまる。本件

の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確

保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委員の

射越・山本委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済

です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【１３番案件】 

        譲受人「長船町服部■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲渡人

「長船町服部■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地の所在

地は「長船町服部１３１－１」。登記、現況地目はいずれも「田」。

面積は３６３㎡。譲受人の農地までの距離は２００ｍ。耕作面積は５，

２８７㎡となっております。家族数、耕作者数はいずれも２名。取得

の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるも

のです。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となって

おります。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 
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        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について譲渡人は高齢であり、また、体調を崩し施設に

入所することとなり、譲受人に相談したところ話がまとまる。本件の

権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委員の茂

成委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

以上、事務局から第１号議案の説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、担当委員さんのご意見

を伺いたいと思います。１番案件について、岡﨑委員より説明をお願

いいたします。 

岡 﨑 委 員   １番案件についてご説明します。譲渡人は市外に住んでおり、耕作、

管理が出来ないことから譲受人へ譲渡するとのこと。譲受人は、地域

でも中心的な農家のため、特に問題はありません。周辺農地への問題

もないと思われます。よろしくお願いします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、２番、３番案件につい

て、松本委員、お願いします。 

松 本 委 員   ２番案件についてご説明します。譲渡人は全員市外に居住しており、

今後も耕作を行う予定もないことから譲受人へお願いすることとなっ

た。３番案件は、当該申請地の隣地を譲受人が現在耕作をしており、

２番案件と同様に譲渡人全員市外に居住していることから、隣接農地

の耕作者である譲受人へお願いすることとなる。特に問題はありませ

ん。周辺農地への問題もないと思われます。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、４番案件について、山

﨑委員、お願いします。 

山 﨑 委 員   ４番案件についてご説明します。譲渡人は市外に居住しており、今後

も耕作を行うことができないため、譲受人に一緒にまとめて耕作をし

てくれないかと相談したところ話がまとまりました。特に問題はあり

ません。周辺農地への問題もないと思われます。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、５番～１２番案件につ

いて、射越委員、お願いします。 

射 越 委 員   ５番案件についてご説明します。譲渡人は高齢で病気になったことも

あり、近隣で耕作を行う譲受人へ農地の譲渡を相談したところ、引き

受けるとのことで、話がまとまる。特に問題はないと思います。６・

７番案件については譲渡人と譲渡人が兄弟であり、耕作状況に変化は

なく、所有者の変更のみなので問題ないかと思われます。８・９番案
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件については、譲渡人と譲受人が親子関係であり、耕作状況には変化

がなく、所有者の変更のみであるため問題はないかと思われます。１

０・１１番案件については譲渡人が市外に居住していることで今後も

耕作を行うことがないため、譲渡人へ相談したところ、話がまとまり

ました。１２番案件については、譲渡人が高齢であり、体調を崩した

ことから施設へ入所することとなる。そのため、耕作もできないため、

譲受人へ相談したところ、話がまとまる。特段それぞれ問題はないか

と思われます。よろしくご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、１３番案件について、

茂成委員、お願いします。 

茂 成 委 員   １３番案件についてご説明します。これも１２番案件と同じく譲渡人

が高齢で体調を崩したため、今後管理が出来ないことから譲受人に相

談したところ話がまとまりました。特に問題はないと思います。 

議    長 はい、ありがとうございました。以上で担当委員さんからの意見は終

わりましたが、何かご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

（意見なし） 

議    長 ご意見ないようですので，採決に入らせていただきます。 

ただ今の第１号議案農地法第３条許可申請、１番案件から１３番案件

について、許可に賛成の方、挙手願います。 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして第２号議案、農地法第４条許可申請について、事務局の説

明をお願いします。 

事  務  局   それでは議案資料３頁目をご覧ください。第２号議案農地法第４条許

可申請についてご説明いたします。 

【１番案件】 

  申請人「邑久町山手■■■■■■■ ■■ ■■ ■」。土地の所在

地は「邑久町山手１４３９―１」。地目は「畑」。面積は１５３㎡。

転用目的は｢農業用倉庫」。施設の概要は「平屋建 １棟 ７３．５０

㎡」。農地区分は第２種農地で普通畑となっております。資金は、自

己資金が■ ■。隣地への被害はありません。なお、転用申請による

もので、農用地区域外農地であります。 

場所につきましては、資料１２ページをご覧ください。市立邑久中学

校から北東へ約５７０ｍところに位置しております。 

以上、事務局からの説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。続き

まして、１番案件について、大河原委員より説明をお願いします。 
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大河原委員   １番案件についてご説明させていただきます。現状の倉庫が大雨等に

よる浸水が激しく、機能していないため、今回新しい農業用倉庫を

建築するとのことでした。現地確認も行ったが、特に問題はないか

と思われます。よろしくお願いいたします。 

議    長   はい、ありがとうございました。それでは、ただいまの第２号議案に

つきまして何かご意見、ご質問ありましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

それでは、ご意見ないようですので、意見がないものとして農業委員

会として意見を付してよろしいか。 

（全員賛同の声） 

それでは意見なしといたしまして、続いて、採決に入らせて頂きます。 

        第２号議案農地法第４条許可申請について、許可に賛成の方は挙手を

お願いします。 

（賛成者挙手） 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして、第３号議案、農地法第５条許可申請について、事務局の

説明をお願いします。 

事  務  局   それでは議案資料４頁目をご覧ください。第３号議案農地法第５条許

可申請についてご説明いたします。 

【１番案件】 

  譲受人「邑久町福中■■■■■■ ■■■ ■■ ■■」。譲渡人

「岡山市東区神崎町■■■■■■ ■■ ■■ ■■■」。土地の所

在地は「邑久町福中７０３―１」。地目は「畑」。面積は２２６㎡。

転用目的は「露天資材置場」。農地区分は第２種農地で普通畑となっ

ております。資金は、自己資金が■ ■円となっております。隣地へ

の被害はありません。なお、所有権移転によるもので、農用地区域外

農地であります。資料１３ページをご覧ください。福田コミュニティ

センターから南西へ約１５６ｍところに位置しております。 

【２番案件】 

  譲受人「邑久町豊原９０番地の１ 不動産業 有限会社 瀬戸内商事 

代表取締役 赤木 保成」。譲渡人「邑久町豊原■■■■■■ ■■ 

■■ ■■」。土地の所在地は「邑久町豊原１０３３―３」。地目は

「畑」。面積は１７㎡。転用目的は「案内板設置」。農地区分は第２

種農地で普通畑となっております。資金は、自己資金が■ ■となっ

ております。隣地への被害はありません。なお、所有移転によるもの

で農用地区域外農地であります。また、農用地区域外農地であります。

資料１４ページをご覧ください。豊原コミュニティセンターから北東

へ約２２０ｍところに位置しております。 
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【３番案件】 

  譲受人「岡山市北区白石東新町９番地１００ 建設業 株式会社ファ

ーストクリエイト 代表取締役 山本 康一」。譲渡人「牛窓町長浜

■■■■■■ ■■ ■■ ■」。土地の所在地は「邑久町本庄３３

１５」。地目は「田」。面積は１，８４２㎡。譲渡人「邑久町尾張■

■■■■■■ ■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「邑久町本庄３

３１６」。地目は「田」。面積は８６７㎡。譲渡人「牛窓町長浜■■

■■■■■ ■■ ■ ■■」。土地の所在地は「邑久町本庄３３１

７」。地目は「田」。面積は９４１㎡。譲渡人「牛窓町長浜■■■■

■■ ■■ ■ ■■」。土地の所在地は「邑久町本庄３３６２―

２」。地目は「田」。面積は１，３５３㎡。譲渡人「牛窓町長浜■■

■■■■ ■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「邑久町本庄３３６

３－１」。地目は「田」。面積は７０２㎡。譲渡人「牛窓町牛窓■■

■■■■■■ ■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「邑久町本庄３

３６７―２」。地目は「畑」。面積は１４６㎡。譲渡人「牛窓町長浜

■■■■■■■ ■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「邑久町本庄

３３６９―１」。地目は「田」。面積は６４９㎡。譲渡人「牛窓町長

浜■■■■■■ ■■ ■■■ ■■」。土地の所在地は「邑久町本

庄３３７０―１」。地目は「田」。面積は１，１７９㎡。「邑久町本

庄３３７０―３」。地目は「田」。面積は８９７㎡。譲渡人「岡山市

北区津島東■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■」。土地の所

在地は「邑久町本庄３３７１」。地目は「田」。面積は３７４㎡。

「邑久町本庄３３７２」。地目は「田」。面積は４０９㎡。「邑久町

本庄３３７３」。地目は「田」。面積は３８１㎡。「邑久町本庄３３

７４」。地目は「田」。面積は３８８㎡。譲渡人「牛窓町長浜■■■

■■■ ■■ ■■ ■■■」。土地の所在地は「邑久町本庄３３７

５」。地目は「田」。面積は９０８㎡。譲渡人「牛窓町長浜■■■■

■■ ■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「邑久町本庄３４０５－

２」。地目は「田」。面積は１３２㎡。転用目的は「物流倉庫」。施

設の概要は「平屋建 ３棟 ３，０２９㎡ ２階建 １棟 ６７㎡」。

農地区分は第２種農地で普通畑となっております。資金は、自己資金

が■ ■となっております。隣地への被害はありません。なお、所有

移転によるもので１０aあたり■ ■となっております。また、農用

地区域外農地であります。資料１５ページをご覧ください。株式会社

日本チャンキー瀬戸内孵化場から北東へ約２１４ｍところに位置して

おります。 

【４番案件】 



- 17 - 

  借人「長船町磯上３２７８番地２４ 販売業 株式会社 長船サービ

ス 代表取締役 嶋村 英也」。貸人「長船町磯上■■■■■■■■

■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「長船町磯上９４５―１」。地

目は「畑」。面積は３７５㎡。「長船町磯上９４５―４」。地目は

「畑」。面積は３６７㎡。転用目的は「露天駐車場」。農地区分は第

２種農地普通畑となっております。資金は、自己資金が■ ■となっ

ております。隣地への被害はありません。なお、賃貸借権設定による

もので１０a あたり■ ■です。また、農用地区域外農地であります。

資料１６ページをご覧ください。湯次神社から南西へ約９５ｍところ

に位置しております。 

【５番案件】 

  譲受人「長船町土師４２５番地１ 建設業 有限会社 振興建設 代

表取締役 中村 浩」。譲渡人「長船町土師■■■■■■ ■■ ■

■ ■■■」。土地の所在地は「長船町土師４１７―４」。地目は

「畑」。面積は３７０㎡。「長船町土師４２１―２」。地目は「畑」。

面積は２２３㎡。譲渡人「長船町土師■■■ ■■ ■■ ■■」。

土地の所在地は「長船町土師４２３―１」。地目は「畑」。面積は１

８４㎡。譲渡人「長船町土師■■■■■ ■■ ■■ ■■」。土地

の所在地は「長船町土師４２３―２」。地目は「畑」。面積は１６７

㎡。転用目的は「露天資材置場」。農地区分は第３種農地普通畑とな

っております。資金は、自己資金が■ ■となっております。隣地へ

の被害はありません。なお、所有移転によるもので１０aあたり■ 

■となっております。また、農用地区域外農地であります。資料１７

ページをご覧ください。瀬戸内市役所から南東へ約１７６ｍところに

位置しております。 

以上、事務局からの説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。続き

まして、担当委員さんのご意見を伺いたいと思います。１番案件につ

いて、佐藤委員お願いします。 

佐 藤 委 員 １番案件についてご説明します。当該申請地は小高い丘の上で地目が

雑種地に囲まれているところに位置しております。譲受人は今後この

雑種地を含む一体を購入し事業を行う予定となっております。当該申

請地の現状は隣接する雑種地と同様の形状をしており、農地としての

機能を果たしておりません。そのため当該申請について、排水等につ

いても特に問題なく、近隣農地等についても特に支障はありません。

よろしくお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、２番案件について、田

中委員お願いします。 
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田 中 委 員 ２番案件についてご説明します。当該申請地南側に墓地があり、参拝

者用の駐車場もあるが、見通しが悪いため、駐車場の案内板を設置す

るため、当該申請にいたりました。農地としての面積も非常に狭く、

農地としての機能も無いため特に問題ないと思われます。近隣農地等

についても特に支障はありません。よろしくお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、３番案件について、正

富委員お願いします。 

正 富 委 員 ３番案件についてご説明します。譲受人より、物流倉庫を建設したい

との要望がありました。当該地区は災害等で浸水する地区であるため、

浸水防止の観点から建設する倉庫の計画を立てて現状よりも悪化しな

いような計画となったため、当該申請に至りました。よろしくご審議

の程お願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、４番案件について、安

木委員お願いします。 

安 木 委 員 ４番案件についてご説明します。申請人は当該地区の隣接地で事業を

営んでおり、駐車場が手狭となったため、駐車場の拡大を計画してお

ります。排水等についても特に問題なく、近隣農地等についても特に

支障はありません。よろしくお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、５番案件について、射

越委員お願いします。 

射 越 委 員 ５番案件についてご説明します。申請人は当該申請地の近くで事業を

行っており、自身の事業用資材置き場を検討したところ、話が各地権

者とまとまりました。排水等についても特に問題なく、近隣農地等に

ついても特に支障はありません。よろしくお願いいたします。 

議    長   はい、ありがとうございました。それでは、ただいまの第３号議案に

つきまして何かご意見、ご質問ありましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

それでは、ご意見ないようですので、意見がないものとして農業委員

会として意見を付してよろしいか。 

（全員賛同の声） 

それでは意見なしといたしまして、続いて、採決に入らせて頂きます。 

        第３号議案農地法第５条許可申請について、１番案件から５番案件に

ついて許可に賛成の方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

議    長 はい、全員賛成ということで、承認とさせていただきます。 

続きまして、第４号議案、農業経営基盤強化促進法による農地利用集

積計画について（利用権設定）ということで、事務局の説明をお願い

します。 
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事  務  局   それでは第４号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計

画についてご説明いたします。議案資料８頁目をご覧ください。 

【第４号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画につ

いて議案書をもとに朗読】 

以上、事務局からの説明を終わります。 

議    長   はい、ただ今の第４号議案につきまして何かご意見、ご質問がござい

ましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

  ご意見ないようですので、第４号議案につきまして、承認とさせてい

ただきます。 

それでは最後のその他の項目に入らせていただきます。事務局、お願

いします。 

事  務  局   まず、今後の総会の予定を申し上げます。４月の通常総会については

４月２０日火曜日に瀬戸内市役所 ２階大会議室で開催予定となって

おります。５月の通常総会につきましては、５月１８日火曜日に瀬戸

内市役所 ２階大会議室で開催予定となっております。 

議    長   他にご意見・ご質問はありませんか。 

それではご意見もないようですので、これをもちまして、令和２年度

３月の総会を閉会とさせて頂きます。 

ありがとうございました。 

 

（午前１０時００分 閉会） 
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